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法人会は「企業の発展を支援し、地域の振興に寄与する経営者の団体」！

会員増強運動実施中
会員の皆様には、是非、１社につき新規会員１社獲得を目標に

あなたのお仲間企業を会員に！
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　去る６月３日㈬午後２時より「新潟グランドホテル」において、第15回通常総会が盛大に開催
されました。
　並木会長挨拶の後、議長に選任され審議が行われました。

公益社団法人 新潟法人会

第 15 回 通常総会開催

議

事

【
決
議
事
項
】

第
１
号
議
案　

�

令
和
７
年
度
決
算

報
告
承
認
の
件

第
２
号
議
案　

そ
の
他

【
報
告
事
項
】

⑴　

理
事
会
承
認
事
項

令
和
７
年
度 

事
業
報
告

令
和
８
年
度 

事
業
計
画
等

⑵　

そ
の
他

並
木
会
長
挨
拶

第
15
回
通
常
総
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
ご
多
用
の
と
こ
ろ
多
数
の
会

員
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
盛
大

に
総
会
を
開
催
で
き
ま
す
こ
と
を
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
ご
来
賓
と
し
て
、
公
務
ご
多
忙

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
潟
税
務
署
長
は
じ

め
、
税
務
ご
当
局
や
新
潟
県
、
新
潟
市
、

関
係
団
体
の
幹
部
の
皆
様
方
か
ら
ご
出
席

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
日
ご
ろ
か
ら
、
新
潟
法
人
会

の
事
業
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理

解
と
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り
ま

す
こ
と
、
重
ね
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
総
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
７
年
度
の
「
収
支
決
算
」
が
主
な
審
議

事
項
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
事
業
報
告
」

「
事
業
計
画
」「
収
支
予
算
」
等
に
つ
き
ま

し
て
は
、
理
事
会
に
て
ご
承
認
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
場
は
、
ご
報
告
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
是
非
、
活
発
な

ご
討
議
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
今
新
潟
県
で
は
急
速
な
人
口
減

少
が
進
む
中
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

よ
り
、
深
刻
な
労
働
力
不
足
に
直
面
し
て

い
ま
す
。
そ
の
対
応
策
の
一
環
と
し
て
デ

ジ
タ
ル
化
が
挙
げ
ら
れ
、
当
法
人
会
に
お

い
て
も
、
関
連
団
体
と
連
携
し
て
会
員
企

業
の
Ｄ
Ｘ
へ
の
入
口
と
し
て
も
ｅ

－

Ｔ
ａ

ｘ
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
推
進
な
ど
、

納
税
事
務
の
効
率
化
に
向
け
て
積
極
的
に

関
与
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
成
果
と

し
て
、
新
潟
県
の
令
和
７
年
度
の
国
税

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
率
は
対
前
年
度
比

３
・
９
ポ
イ
ン
ト
の
増
加
と
な

り
、
関
東
信
越
国
税
局
管
内
６

県
の
中
で
ト
ッ
プ
の
改
善
率
と

な
り
ま
し
た
。
た
だ
一
方
で
実

数
ベ
ー
ス
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
率
で
は
38
・
１
％
と
管

内
平
均
の
40
％
を
下
回
っ
て
お

り
、
管
内
最
下
位
で
す
。
こ
の

点
今
後
十
分
改
善
の
余
地
が
あ

り
、
こ
れ
か
ら
更
に
取
組
み
を

深
化
さ
せ
、
管
内
ト
ッ
プ
を
目

指
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
我
々
を
取
り
巻

く
足
元
の
環
境
に
目
を
転
じ
る

と
、
人
口
減
少
と
い
う
国
内
最

大
の
課
題
に
加
え
て
、
中
東
情
勢
の
緊
迫

化
と
記
録
的
な
円
安
に
よ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
食
料
品
・
原
材
料
価
格
の
上
昇
、
更

に
は
Ａ
Ｉ
技
術
の
加
速
度
的
な
発
展
、
異

常
気
象
の
常
態
化
に
よ
り
、
先
行
き
見
通

し
の
予
測
困
難
性
が
益
々
高
ま
っ
て
い
る
、

そ
の
よ
う
な
時
代
で
す
。
新
潟
法
人
会
で

は
令
和
８
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ
の

よ
う
な
環
境
変
化
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら

法
人
会
の
基
本
理
念
の
も
と
、
会
員
の
皆

さ
ん
と
課
題
を
共
有
し
、
よ
り
一
層
連
携

を
深
め
、
様
々
な
活
動
を
展
開
し
、
会
員

企
業
と
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢
献

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
日
ご
出
席
の

皆
様
方
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝
と
会
員
企

業
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
心
よ
り
祈
念

申
し
上
げ
、
総
会
開
会
の
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
本
日
は
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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全
法
連
・
県
連
功
労
者
表
彰
等
受
彰
者

　

表
彰
受
彰
者
は
、６
月
16
日
県
連
通
常
総
会

席
上
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
法
人
会
総
連
合
功
労
者
表
彰

（
単
位
会
関
係
）

関
本　

浩
司 
様
（
セ
キ
モ
ト
㈱
）

後
藤　
　

透 

様
（
金
清
木
材
㈱
）

佐
藤　

信
久 

様
（
㈱
千
代
田
設
備
）

新
潟
県
法
人
会
連
合
会
功
労
者
表
彰

（
単
位
会
役
員
関
係
）

鈴
木　

元
近 

様
（
㈱
シ
グ
マ
ネ
ッ
ト
）

堀
川　

吉
明 

様
（
堀
川
建
設
㈱
）

篠
澤　

貴
徳 

様
（
東
邦
実
業
㈱
）

会
員
増
強
功
労
者
表
彰
式

　

表
彰
基
準
を
達
成
し
た
団
体
・
個
人
が
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

団
体
表
彰　

青
年
部
会

個
人
表
彰　

�

関
口
健
之
介 

様�

（
青
年
部
会
）

渡
辺　

賢
太 

様

�

（
A
I
G
損
害
保
険
㈱
）

特
別
表
彰　

大
同
生
命
保
険
㈱　

新
潟
支
社

令
和
７
年
度
事
業
報
告

〔 

概　

況 

〕

令
和
７
年
度
の
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

法
人
会
の
原
点
で
あ
る
「
税
」
に
関
す
る

活
動
に
軸
足
を
置
き
、
納
税
事
務
の
デ
ジ

タ
ル
化
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
推
進

な
ど
、
事
業
計
画
に
沿
っ
て
各
種
活
動
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

〔 

公
益
関
係 

〕

「
税
を
巡
る
諸
環
境
の
整
備
改
善
事
業
」

の
「
税
に
関
す
る
研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
事
業
」

と
し
て
、
実
施
回
数
は
33
回
、
合
計
参
加

申
込
人
数
１
、４
１
８
名
と
、
大
勢
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
更
な
る
参

加
者
増
加
の
た
め
、
今
後
も
魅
力
あ
る
研

修
会
の
開
催
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

「
租
税
教
育
活
動
」
で
は
、
次
世
代
を
担

う
児
童
や
生
徒
の
皆
さ
ん
に
、
税
の
重
要

性
を
正
し
く
理
解
し
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
、
税
務
署
、
税
理
士
会
等
と
連
携

し
て
租
税
教
育
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

租
税
教
室
は
、
青
年
部
会
が
中
心
と
な

り
、
市
内
の
小
学
校
を
訪
問
し
「
租
税
教

室
」
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
設
備
を
有
効
に
活
用
し
、
時
短
・

効
率
化
に
よ
り
授
業
内
容
の
拡
充
を
図
る

な
ど
、
工
夫
し
た
授
業
を
展
開
し
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
、
市
内
の
小
学
校
数
13
校

で
34
コ
マ
を
担
当
し
、
１
、０
６
５
名
の
児

童
が
受
講
し
ま
し
た
。

「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」

は
女
性
部
会
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
租
税
教
室
等
で
学
ん
だ
知
識
、

感
想
な
ど
を
絵
は
が
き
に
書
く
こ
と
で
よ

り
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
、
新
潟
市
内
の
小
学
校

に
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加
を
要

請
し
、
28
校
か
ら
８
８
２
点
の
作
品
応
募

が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
校
は
前
年
よ
り
１

校
減
り
ま
し
た
が
応
募
作
品
数
は
前
年
よ

り
８
点
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
応
募
作
品

の
中
か
ら
、
金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞
、
優
秀

賞
お
よ
び
税
務
署
長
賞
、
新
潟
市
租
税
教

育
推
進
協
議
会
長
賞
を
選
定
し
表
彰
し
ま

し
た
。
受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
税
を
考

え
る
週
間
に
合
わ
せ
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
21
と

ア
ピ
タ
新
潟
西
店
、
ア
ピ
タ
新
潟
亀
田
店

に
そ
れ
ぞ
れ
掲
示
し
ま
し
た
。

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
事
業
に
は
、
新

潟
税
務
署
管
内
税
務
団
体
協
議
会
の
一
員

と
し
て
参
加
し
、
中
学
生
お
よ
び
高
校
生

の
「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
事
業
の
応
募

作
品
の
中
か
ら
、
中
学
生
・
高
校
生
の
そ

れ
ぞ
れ
１
編
ず
つ
に
対
し
て
新
潟
法
人
会

の
会
長
賞
を
授
与
し
表
彰
し
ま
し
た
。
作

品
は
令
和
８
年
２
月
発
行
の
会
報
１
６
０

号
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

「
税
制
改
正
提
言
活
動
」
で
は
、
令
和
８

年
度
税
制
改
正
要
望
事
項
を
新
潟
県
連
と

合
同
で
作
成
し
、
全
法
連
へ
提
出
し
て
お

り
ま
す
。

要
望
実
現
の
た
め
の
提
言
活
動
の
展
開

と
し
て
、
令
和
７
年
12
月
４
日
に
管
内
選

出
の
衆
参
国
会
議
員
、
県
知
事
、
県
議
会

議
長
、
新
潟
市
長
、
市
議
会
議
長
へ
、「
令

和
８
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
」
を

提
出
し
ま
し
た
。
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「
地
域
の
経
済
社
会
環
境
の
整
備
・
改
善

を
図
る
た
め
の
事
業
」
と
し
て
、
経
営
支
援

に
関
す
る
研
修
会
を
多
彩
な
テ
ー
マ
と
講

師
に
よ
り
、20
回
開
催
し
、総
勢
１
、２
５
５

名
の
参
加
申
込
が
あ
り
ま
し
た
。

社
会
貢
献
活
動
で
は
、
令
和
８
年
３
月

７
日
の
土
曜
日
に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ

ザ
ホ
テ
ル
新
潟
に
お
い
て
、
お
笑
い
コ
ン

ビ
「
T
I
M
」
と
し
て
ご
活
躍
の
ゴ
ル
ゴ

松
本
氏
を
お
招
き
し
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

３
９
６
名
の
皆
様
か
ら
参
加
申
し
込
み

い
た
だ
き
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
で
集
ま
っ
た
タ

オ
ル
が
５
２
５
枚
と
な
り
ま
し
た
。
タ
オ

ル
は
後
日
、
新
潟
市
社
会
福
祉
協
議
会
や
、

市
内
の
福
祉
施
設
に
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

〔 

共
益
関
係 

〕

「
組
織
の
強
化
・
充
実
」
の
た
め
の
会
員

増
強
に
関
し
て
は
、
会
員
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
べ
く
、「
前
年
以
上
の
会
員
数

確
保
」
を
基
本
方
針
と
し
て
、「
役
員
一
人

１
社
以
上
獲
得
運
動
」
な
ど
推
進
し
ま
し

た
が
、
後
継
者
問
題
や
、
物
価
上
昇
等
の

影
響
に
よ
り
、
廃
業
・
統
合
や
経
費
削
減

を
理
由
と
す
る
退
会
が
続
い
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
３
月
末
で
は
２
、６
５
１
社
と

な
り
、
３
、０
０
０
社
を
大
き
く
割
込
ん
で

い
ま
す
。
新
潟
法
人
会
の
基
盤
確
保
の
た
め

に
も
会
員
増
強
が
必
要
不
可
欠
で
す
の
で
、

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

福
利
厚
生
事
業
で
は
、
福
利
厚
生
制
度

加
入
企
業
拡
大
活
動「
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
」

に
お
い
て
、
新
規
取
引
先
の
増
加
に
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
財
政
基
盤
の
維

持
確
保
の
た
め
に
も
、
さ
ら
な
る
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
員
支
援
事
業
と
し
て
は
「
優
良
経
理

担
当
職
員
表
彰
式
」
を
令
和
７
年
10
月
23

日
に
ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒
で
開
催
し
、
23

社
32
名
の
方
々
を
表
彰
し
ま
し
た
。

〔 

管
理
関
係 

〕

議
案
書
記
載
の
各
種
会
議
等
を
開
催
、

並
び
に
出
席
し
充
実
を
図
り
ま
し
た
。

特
記
事
項
と
し
て
は
、
税
を
考
え
る
週

間
の
「
第
４
回
イ
ー
タ
君
カ
ッ
プ
」
に
今

年
度
も
新
潟
税
務
署
管
内
税
務
団
体
協
議

会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
、P
R
ブ
ー

ス
を
設
け
ま
し
た
。
ご
尽
力
い
た
だ
い
た

関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。

〔 

運
営
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
の
取
組 

〕

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
更
な
る
充
実
に
向
け
て
、

令
和
７
年
６
月
４
日
通
常
総
会
に
お
い
て
、

外
部
理
事
１
名
、
外
部
監
事
１
名
を
選
任

し
ま
し
た
。

記
念
講
演
会

世
代
・
ト
レ
ン
ド
評
論
家

立
教
大
学
大
学
院
客
員
教
授

牛
窪
　
恵  

氏

第
15
回
通
常
総
会
終
了
後
に
、

世
代
・
ト
レ
ン
ド
評
論
家
で
立
教

大
学
大
学
院
客
員
教
授
の
牛
窪
恵

氏
を
お
招
き
し
記
念
講
演
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。

「
お
ひ
と
り
さ
ま
」
や
「
草
食
系

男
子
」
と
い
っ
た
言
葉
を
著
書
を

通
し
て
世
に
広
め
ら
れ
た
牛
窪
先

生
に
、
今
回
は
、「
地
域
の
経
済
に

役
立
つ
！ 

現
代
消
費
者
の
価
値

観
と
コ
コ
ロ
と
は
？
」
と
題
し
て

ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
隠
れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
」
が
、
次

の
ヒ
ッ
ト
や
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
チ
ャ

ン
ス
を
も
た
ら
す
と
し
て
、「
シ
ニ

ア
マ
ッ
チ
ン
グ
」
や
、「
ペ
ッ
ト
が

家
族
」、「
省
人
革
命
」
等
の
キ
ー

ワ
ー
ド
の
ご
紹
介
や
、近
年
の
ヒ
ッ

ト
商
品
に
ま
つ
わ
る
「
社
会
貢

献
」、「
家
事
シ
ェ
ア
」、「
節
約
の

味
方
」
等
々
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ

い
て
楽
し
い
話
題
を
交
え
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
近
年
広
が
る
「
男
女
」
や

「
世
代
」
間
ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
価
値
観
や
特
色

を
通
し
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
調

査
を
活
か
し
た
的
確
な
ご
解
説
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

普
段
「
な
ぜ
？
」
と
不
思
議
に

感
じ
る
Ｚ
世
代
の
行
動
や
反
応
に

つ
い
て
、
今
回
理
解
を
深
め
ら
れ

た
参
加
者
の
方
も
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

牛
窪
恵
様
ご
講
演
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

4
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通常総会特集

令和８年度令和８年度

事 業 計 画事 業 計 画
Ⅰ　

活
動
の
基
本
方
針

公
益
社
団
法
人
と
し
て
新
潟
法
人
会

は
、
定
款
に
「
本
会
は
、
税
知
識
の
普

及
、
納
税
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
税
制
・

税
務
に
関
す
る
提
言
を
行
い
、
も
っ
て

適
正
・
公
平
な
申
告
納
税
制
度
の
維
持
・

発
展
と
税
務
行
政
の
円
滑
な
執
行
に
寄

与
す
る
と
共
に
、
地
域
企
業
と
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
的
と
す
る
。」
と
定
め
て
い
る
。

こ
の
目
的
を
遵
守
し
活
動
す
る
こ
と

を
基
本
方
針
と
し
て
、
事
業
の
実
施
に

あ
た
っ
て
は
、
法
人
会
の
原
点
で
あ
る

「
税
」
に
関
す
る
活
動
に
軸
足
を
置
き
な

が
ら
、
組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化
を
図

る
た
め
に
会
員
増
強
に
注
力
す
る
と
と

も
に
、
地
域
の
活
性
化
に
も
配
慮
し
つ

つ
以
下
に
掲
げ
る
諸
施
策
に
取
り
組
む

方
針
で
あ
る
。

Ⅱ　

主
な
事
業
計
画

１
．
税
を
巡
る
諸
環
境
の
整
備
・
改
善

等
を
図
る
た
め
の
事
業

⑴　

税
に
関
す
る
研
修・セ
ミ
ナ
ー
事
業

税
知
識
の
一
層
の
普
及
・
啓
発
に
努

め
る
こ
と
と
し
、
会
員
を
含
め
た
多
数

の
市
民
を
対
象
に
、
税
務
に
係
る
幅
広

い
知
識
の
普
及
、
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
の
向
上
、
及
び
経
営
・
財
政
を
取

り
巻
く
諸
問
題
の
改
善
を
目
的
と
し
た

研
修
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

電
子
申
告（
ｅ

－

T
a
x
、e
L
T
A
X
）

や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
等
に
つ
い
て

は
、
そ
の
普
及
に
向
け
て
、
引
き
続
き

関
連
の
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会
の
開
催
に

注
力
す
る
。

⑵　

講
演
会
事
業

税
務
署
幹
部
職
員
、
政
治
・
経
済
学

者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
等
様
々
な
視
点

か
ら
、
税
制
に
関
す
る
考
え
方
を
聞
く

こ
と
で
視
野
を
広
げ
、「
税
」
を
身
近
に

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
会
員
・
一

般
に
広
く
参
加
を
募
り
、
社
会
情
勢
等

に
即
し
た
テ
ー
マ
の
講
演
会
を
開
催
す

る
。

⑶　

租
税
教
育
事
業

次
世
代
を
担
う
児
童
・
生
徒
に
税
の

仕
組
み
等
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、

租
税
教
育
の
充
実
に
努
め
る
。
新
潟
税

務
署
管
内
の
小
学
校
を
対
象
に
、
青
年

部
会
に
よ
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
設
備

を
活
用
し
た
「
租
税
教
室
」、
女
性
部
会

に
よ
る
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
継
続
し
て
推
進
す
る
。

⑷　

税
の
広
報
事
業

改
正
税
法
や
税
務
申
告
の
情
報
な
ど

の
早
期
周
知
・
定
着
及
び
電
子
申
告（
ｅ

－

T
a
x
、
e
L
T
A
X
）
の
さ
ら
な

る
普
及
に
資
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を

継
続
し
て
い
く
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
誌
に
必
要
情

報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
掲
載
す
る
。
広
報

誌
は
、
公
共
施
設
や
金
融
機
関
窓
口
に

配
置
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
市
民
に
税

務
情
報
の
提
供
を
図
る
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
の
税
に
関

す
る
ク
イ
ズ
の
実
施
、
日
本
の
税
制
に

関
す
る
冊
子
の
配
布
な
ど
に
よ
り
、
市

民
に
税
制
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う

事
業
を
継
続
す
る
。

⑸　

税
の
調
査
研
究（
支
援
を
含
む
）及

び
社
会
へ
の
提
言
事
業

「
金
利
の
あ
る
世
界
」
に
回
帰
し
、
金

融
市
場
の
動
向
も
見
据
え
た
税
・
財
政

運
営
が
欠
か
せ
な
い
。
財
政
健
全
化
と

持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す

る
た
め
、
新
政
権
の
動
向
に
注
視
し
つ

つ
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
的
な
改
革

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
。
さ
ら
に
は
、

少
子
高
齢
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進

展
、
安
全
保
障
環
境
の
変
化
な
ど
、
社

会
構
造
の
変
化
と
諸
課
題
に
広
く
対
処

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
地
域
経
済
と
雇

用
の
担
い
手
で
あ
る
中
小
企
業
の
活
性

化
に
資
す
る
税
制
を
は
じ
め
、
税
の
オ

ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
建
設
的
な

提
言
を
行
っ
て
い
く
。

こ
の
事
業
と
し
て
、
会
員
各
社
の
税

に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
収
集
し
、
そ

の
意
見
・
要
望
を
も
と
に
、
税
制
改
正

要
望
を
取
り
ま
と
め
て
国
会
、
地
方
議
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会
、
関
係
官
庁
に
向
け
て
提
言
し
て
い

く
活
動
を
県
連
・
全
法
連
と
連
携
し
て

進
め
て
い
く
。

⑹　

企
業
の
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
向
上
施
策

企
業
の
内
部
統
制
の
強
化
や
経
理
水

準
の
向
上
は
、
企
業
の
成
長
や
税
務
リ

ス
ク
の
軽
減
の
た
め
に
重
要
で
あ
る
。

国
税
当
局
等
と
協
力
し
て
製
作
し
た

「
自
主
点
検
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」
を
、
研

修
会
・
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
時
に
活
用

し
、
税
務
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
向
上
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

⑺　

添
付
書
類
も
含
め
た
ｅ

－

T
a
x
、

e
L
T
A
X
の
普
及
・
定
着
及
び

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
の
利
用
拡
大

な
ど
の
電
子
化
に
向
け
た
取
り
組
み

新
潟
県
内
で
は
人
口
減
少
と
人
手
不

足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
中
小
企
業
の

生
産
性
向
上
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
D
X
の
推
進
に
よ
り
業
務
を
効

率
化
し
、
納
税
者
の
利
便
性
向
上
、
税

務
行
政
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
会
員

企
業
に
対
し
、
添
付
書
類
も
含
め
た
ｅ

－

T
a
x
、
e
L
T
A
X
の
利
用
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付
等
の
電
子
化
を

周
知
・
促
進
す
る
。

ま
た
、
税
務
署
や
金
融
機
関
、
関
連

税
務
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
て
、
利

用
率
向
上
に
向
け
た
活
動
を
進
め
て
い

く
。

２
．
地
域
の
経
済
社
会
環
境
の
整
備
・

改
善
等
を
図
る
た
め
の
事
業

⑴　

講
演
会
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
事
業

地
域
社
会
の
活
性
化
等
を
目
的
に
、

会
員
及
び
一
般
を
対
象
に
、
政
治
経
済

情
報
、
健
康
情
報
、
福
祉
的
情
報
等
の

講
演
会
や
実
務
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

講
師
は
、
行
政
関
係
者
、
政
治
ア
ナ
リ

ス
ト
、
大
学
教
授
、
タ
レ
ン
ト
、
経
営
実

務
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
文
化
人
等
、
幅
広

い
分
野
の
専
門
家
の
中
か
ら
選
定
す
る
。

⑵　

地
域
の
福
祉
問
題
や
環
境
問
題
な

ど
の
改
善
に
資
す
る
事
業

会
員
お
よ
び
市
民
か
ら
チ
ャ
リ
テ
ィ

で
タ
オ
ル
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
福

祉
施
設
・
医
療
施
設
の
現
場
で
利
用
し

て
も
ら
う
こ
と
や
、
広
く
花
の
種
や
球

根
を
配
付
し
環
境
美
化
活
動
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
福
祉
問
題
や
環
境
問
題
の

改
善
へ
の
貢
献
を
図
る
。

青
年
部
会
を
中
心
に
「
財
政
健
全
化

の
た
め
の
健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事

業
」
へ
の
参
画
、
女
性
部
会
を
中
心
に

食
品
ロ
ス
削
減
へ
の
取
組
み
な
ど
、
検

討
を
積
極
的
に
進
め
る
。

⑶　

献
血
活
動
推
進
事
業

青
年
部
会
が
企
画
立
案
し
、
日
本
赤

十
字
新
潟
支
社
と
共
同
で
社
会
貢
献
活

動
の
一
環
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
会
場
等
を
利
用
し
献
血
活
動
に
協
力

す
る
。

３
．
会
員
支
援
の
た
め
の
親
睦
・
交
流
及

び
福
利
厚
生
に
資
す
る
事
業

⑴　

組
織
の
強
化
・
充
実

法
人
会
活
動
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

は
、
組
織
・
基
盤
強
化
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
会
員
数
を
維
持
・
増
加
を

図
る
た
め
の
諸
施
策
を
実
施
す
る
。

役
員
の
率
先
し
た
参
画
と
指
導
お
よ

び
協
力
保
険
会
社
３
社
と
の
連
携
強
化

に
よ
り
新
規
会
員
募
集
の
推
進
を
行
う

と
と
も
に
、
退
会
防
止
策
を
講
じ
る
等

の
対
応
策
を
展
開
す
る
。

法
人
会
事
務
局
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
、

職
員
の
資
質
向
上
を
目
的
と
し
て
、
地

域
部
会
事
務
担
当
者
会
議
を
開
催
す
る
。

ま
た
、
会
報
の
年
３
回
発
行
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
、
S
N
S
を
活
用
し

た
情
報
発
信
、
な
ど
に
よ
り
法
人
会
の

知
名
度
ア
ッ
プ
・
活
動
内
容
の
周
知
を

図
り
、
会
員
増
強
等
に
資
す
る
活
動
に

取
り
組
む
。

⑵　

青
年
部
会
・
女
性
部
会
の
充
実

①　

青
年
部
会
の
活
動
と
し
て
、「
部

会
員
増
強
運
動
」、「
企
業
訪
問
」、

「
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
積
極
的
な
展
開
を
図

る
。

②　
「
女
性
部
会
の
あ
り
方
（
指
針
）」

に
沿
っ
て
、女
性
部
会
員
の
資
質
向

上
と
法
人
会
活
動
の
充
実
・
活
性

化
に
努
め
、「
企
業
訪
問
」
や
「
新

年
会
」
等
の
交
流
事
業
を
進
め
る
。

⑶　

法
人
会
会
員
の
福
利
厚
生
の
向
上

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業

会
員
企
業
の
福
利
厚
生
の
向
上
に
資

す
る
た
め
、
ま
た
法
人
会
の
財
政
基
盤

の
一
層
の
強
化
を
図
る
た
め
、
協
力
保

険
会
社
３
社
と
の
一
層
の
連
携
強
化
に

よ
り
、
福
利
厚
生
制
度
の
充
実
、
推
進

を
図
っ
て
い
く
。

⑷　

優
良
経
理
担
当
職
員
表
彰

会
員
企
業
の
経
理
業
務
に
永
年
の
功

労
が
あ
っ
た
担
当
者
に
対
し
、
新
潟
法

人
会
会
長
名
に
よ
り
「
優
良
経
理
担
当

職
員
表
彰
」
を
行
う
。

こ
れ
ら
に
よ
り
、
一
層
の
納
税
協
力

活
動
の
推
進
者
を
育
成
す
る
と
と
も
に
、

会
員
企
業
の
発
展
を
支
え
る
人
材
の
育

成
に
寄
与
す
る
。

４
．
本
会
の
組
織
を
充
実
し
全
国
法
人

会
総
連
合
・
新
潟
県
法
人
会
連
合
会
と

連
携
強
化
を
図
る
事
業

会
員
支
援
の
た
め
に
、
異
業
種
交
流

の
一
環
と
し
て
、
会
員
間
の
情
報
交
換

や
相
互
の
親
睦
事
業
を
行
う
ほ
か
、
会

員
等
に
限
定
し
た
研
修
会
講
習
会
な
ど

の
事
業
を
行
う
。

５
．
本
会
の
活
動
に
関
係
す
る
諸
官
公

庁
と
の
連
携
を
図
る
事
業

６
．
そ
の
他
、
本
会
の
目
的
達
成
に
必

要
な
事
業
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〔第１号議案〕令和７年度 決算報告承認の件

貸　借　対　照　表
令和８年３月31日現在 （単位：円）

科　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　　減
Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　　　　現金預金 39,440,537 38,456,866 983,671

　　　　　現金 79,285 33,875 45,410

　　　　　普通預金 36,361,252 35,422,991 938,261

　　　　　定期預金 3,000,000 3,000,000 0

　　　　前払金 21,000 0 21,000

　　　 【流動資産合計】 39,461,537 38,456,866 1,004,671

　２．固定資産

　　⑴　基本財産

　　　　　定期預金 5,000,000 5,000,000 0

　　　 【基本財産合計】 5,000,000 5,000,000 0

　　⑵　特定資産

　　　　　退職給付引当資産 5,114,094 4,211,469 902,625

　　　 【特定資産合計】 5,114,094 4,211,469 902,625

　　⑶　その他固定資産

　　　　　建物 12,796,925 13,813,899 △� 1,016,974

　　　　　建物附属設備 621,574 679,632 △� 58,058

　　　　　土地 43,913,266 43,913,266 0

　　　　　電話加入権 72,800 72,800 0

　　　　　保証金 50,000 50,000 0

　　　 【その他固定資産合計】 57,454,565 58,529,597 △� 1,075,032

　　　 【固定資産合計】 67,568,659 67,741,066 △� 172,407

　　　 【資産合計】 107,030,196 106,197,932 832,264

Ⅱ　負債の部

　１．流動負債

　　　　　未払金 810,622 900,137 △� 89,515

　　　　　預り金 303,560 337,800 △� 34,240

　　　 【流動負債合計】 1,114,182 1,237,937 △� 123,755

　２．固定負債

　　　　　退職給付引当金 5,114,094 4,211,469 902,625

　　　 【固定負債合計】 5,114,094 4,211,469 902,625

　　　 【負債合計】 6,228,276 5,449,406 778,870

Ⅲ　正味財産の部

　１．基金

　　　　　基金 0 0 0

　２．指定正味財産

　　　 【指定正味財産合計】 0 0 0

　３．一般正味財産

　　⑴　代替基金 0 0 0

　　⑵　その他一般正味財産 100,801,920 100,748,526 53,394

　　　 【一般正味財産合計】 100,801,920 100,748,526 53,394

　　　　（うち基本財産への充当額） （� 5,000,000）（� 5,000,000）（� 0）

　　　 【正味財産合計】 100,801,920 100,748,526 53,394

　　　 【負債及び正味財産合計】 107,030,196 106,197,932 832,264
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科　　　　目 当年度 前年度 増　減 備　　　考
　　　　退職給付費用 799,726 741,364 58,362
　　　　福利厚生費 2,164,850 2,249,874 △� 85,024
　　　　事務委託費 832,840 793,880 38,960
　　　　旅費交通費 759,803 1,004,366 △� 244,563
　　　　通信運搬費 404,112 388,745 15,367
　　　　減価償却費 903,028 903,028 0
　　　　消耗品費 702,937 636,058 66,879
　　　　修繕費 462,937 0 462,937
　　　　印刷製本費 49,705 63,287 △� 13,582
　　　　燃料費 9,661 15,289 △� 5,628
　　　　光熱水料費 368,472 360,800 7,672
　　　　保険料 77,924 77,230 694
　　　　租税公課 771,691 771,691 0
　　　　リース料 1,118,655 1,305,428 △� 186,773
　　　　事務所管理費 775,470 787,444 △� 11,974
　　　　委託費 3,224,002 3,503,802 △� 279,800
　　　　支払手数料 569,638 680,628 △� 110,990
　　　　雑費 85,907 82,110 3,797
　　管理費 6,683,297 6,212,367 470,930
　　　　役員報酬 283,860 268,920 14,940
　　　　給料手当 1,387,890 1,312,632 75,258
　　　　退職給付費用 102,899 89,761 13,138
　　　　福利厚生費 278,548 272,407 6,141
　　　　事務委託費 107,160 96,120 11,040
　　　　旅費交通費 97,763 121,604 △� 23,841
　　　　通信運搬費 51,996 47,068 4,928
　　　　減価償却費 172,004 172,004 0
　　　　消耗品費 90,446 77,011 13,435
　　　　修繕費 59,563 0 59,563
　　　　印刷製本費 6,395 7,663 △� 1,268
　　　　燃料費 1,243 1,851 △� 608
　　　　光熱水料費 47,411 43,683 3,728
　　　　保険料 10,026 9,350 676
　　　　租税公課 146,989 146,989 0
　　　　リース料 143,936 158,056 △� 14,120
　　　　事務所管理費 99,778 95,339 4,439
　　　　委託費 414,826 424,229 △� 9,403
　　　　支払手数料 73,293 82,408 △� 9,115
　　　　会議費 2,534,299 2,287,665 246,634
　　　　　総会費 1,559,238 1,388,192 171,046
　　　　　役員会費 865,161 814,433 50,728
　　　　　委員会費 34,400 25,340 9,060
　　　　　その他会議費 75,500 59,700 15,800
　　　　諸会費 458,050 460,300 △� 2,250 県連、商工会議所他
　　　　渉外慶弔費 15,000 27,365 △� 12,365
　　　　表彰費 88,869 0 88,869
　　　　雑費 11,053 9,942 1,111
　　経常費用計（B） 53,583,770 54,184,528 △� 600,758
　　当期経常増減額（Ａ－Ｂ） 53,394 112,021 △� 58,627

　２．経常外増減の部
　　⑴　経常外収益
　　　固定資産売却益
　　　固定資産受贈益
　　経常外収益計 0 0 0
　　⑵　経常外費用
　　　固定資産売却損
　　　固定資産除却損
　　　災害損失
　　経常外費用計 0 0 0
　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　税引前当期一般正味財産増減額 53,394 112,021 △� 58,627
　　　法人税、住民税及び事業税 0 0 0
　　　当期一般正味財産増減額 53,394 112,021 △� 58,627
　　　一般正味財産期首残高 100,748,526 100,636,505 112,021
　　　一般正味財産期末残高 100,801,920 100,748,526 53,394
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　受取補助金等 20,279,000 20,153,500 125,500
　　　受取全法連助成金 20,279,000 20,153,500 125,500
　　一般正味財産への振替額 △� 20,279,000 △� 20,153,500 △� 125,500
　　　一般正味財産への振替額 △� 20,279,000 △� 20,153,500 △� 125,500
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 100,801,920 100,748,526 53,394
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通常総会特集
〔第１号議案〕令和７年度 決算報告承認の件

令和７年度正味財産増減計算書
令和７年４月１日から令和８年３月31日まで （単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減 備　　　考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴　経常収益
　　基本財産運用益 4,229 100 4,129
　　　　基本財産受取利息 4,229 100 4,129
　　特定資産運用益 8,294 1,843 6,451
　　　　特定資産受取利息 8,294 1,843 6,451
　　受取会費 27,963,780 28,472,755 △� 508,975
　　　　正会員受取会費 27,864,780 28,379,355 △� 514,575
　　　　賛助会員受取会費 99,000 93,400 5,600
　　事業収益 3,377,380 3,670,925 △� 293,545
　　　　会員親睦事業収益 2,681,600 2,966,200 △� 284,600 懇親会等会費収入
　　　　青年・女性部会事業収益 695,780 704,725 △� 8,945 青年・女性部会会費収入
　　受取補助金等 21,979,000 21,942,500 36,500
　　　　受取全法連助成金振替額（A） 20,279,000 20,153,500 125,500
　　　　受取全法連助成金（B） 350,000 350,000 0
　　　　受取全法連補助金（B） 200,000 264,000 △� 64,000 会員増強支援等
　　　　受取県連補助金（B） 1,150,000 1,175,000 △� 25,000
　　雑収益 304,481 208,426 96,055
　　　　受取利息 94,641 26,127 68,514
　　　　雑収益 209,840 182,299 27,541
　　経常収益計（A） 53,637,164 54,296,549 △� 659,385
　　⑵　経常費用
　　事業費 46,900,473 47,972,161 △� 1,071,688
　　（税に関する研修会事業） 1,438,765 1,341,084 97,681
　　　　会場費 145,384 115,050 30,334
　　　　資料費 713,088 673,004 40,084
　　　　通信運搬費 140,299 122,589 17,710
　　　　消耗品費 158,439 82,051 76,388
　　　　印刷製本費 199,881 266,716 △� 66,835
　　　　諸謝金 22,274 22,274 0
　　　　委託費 59,400 59,400 0
　　（税法税務に関する教材作成配布事業） 2,450,698 2,383,867 66,831
　　　　資料費 2,450,698 2,383,867 66,831
　　（租税教育事業） 917,003 906,650 10,353
　　　　委員会費 43,940 44,900 △� 960
　　　　旅費交通費 40,900 34,300 6,600
　　　　通信運搬費 56,639 51,450 5,189
　　　　消耗品費 300,103 254,473 45,630
　　　　印刷製本費 245,421 177,188 68,233
　　　　支払負担金 54,000 124,339 △� 70,339
　　　　委託費 176,000 220,000 △� 44,000
　　（税の広報事業） 101,559 101,608 △� 49
　　　　新聞掲載費 22,000 22,000 0
　　　　支払負担金 79,559 79,608 △� 49
　　（会報発行事業） 2,586,800 3,015,680 △� 428,880
　　　　会報作成費 2,534,840 2,946,260 △� 411,420
　　　　委員会費 51,960 69,420 △� 17,460
　　（税制改正提言事業） 57,586 56,552 1,034
　　　　調査研究費 49,586 49,952 △� 366
　　　　委員会費 8,000 6,600 1,400
　　（地域社会経営支援研修事業） 3,371,128 3,038,617 332,511
　　　　会場費 580,894 637,556 △� 56,662
　　　　資料費 1,154,980 809,650 345,330
　　　　通信運搬費 65,853 107,321 △� 41,468
　　　　消耗品費 149,482 49,409 100,073
　　　　印刷製本費 266,626 223,255 43,371
　　　　諸謝金 1,072,393 1,136,526 △� 64,133
　　　　支払負担金 21,500 15,500 6,000
　　　　委託費 59,400 59,400 0
　　（地域社会の経済経営に関する教材作成配布事業） 858,000 1,551,000 △� 693,000
　　　　資料費 858,000 1,551,000 △� 693,000
　　（地域社会貢献活動事業） 2,016,550 2,187,211 △� 170,661
　　　　会場費 741,571 544,286 197,285
　　　　新聞掲載費 22,000 22,000 0
　　　　委員会費 10,000 12,000 △� 2,000
　　　　通信運搬費 18,685 13,335 5,350
　　　　消耗品費 76,784 265,880 △� 189,096
　　　　印刷製本費 97,108 89,650 7,458
　　　　諸謝金 1,050,402 1,240,060 △� 189,658
　　（組織基盤強化のための支援事業） 347,460 204,600 142,860
　　　　会員増強推進費 308,360 187,400 120,960
　　　　委員会費 39,100 17,200 21,900
　　（会員支援事業） 1,266,371 853,680 412,691
　　　　会員表彰事業費 1,238,371 820,680 417,691
　　　　委員会費 28,000 33,000 △� 5,000
　　（会員交流事業） 4,274,539 4,838,970 △� 564,431
　　　　会員交流費 4,220,739 4,838,970 △� 618,231
　　　　租税公課 53,800 0 53,800
　　（会員の福利厚生の推進に関する事業） 139,946 65,170 74,776
　　　　福利厚生事業費 139,946 65,170 74,776
　　（管理費のうち事業費配賦額） 27,074,068 27,427,472 △� 353,404
　　　　役員報酬 2,206,140 2,221,080 △� 14,940
　　　　給料手当 10,786,570 10,841,368 △� 54,798
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科　　　　目 当年度 前年度 増　減 備　　　考
　　（管理費のうち事業費配賦額） 25,446,125 25,902,990 △� 456,865
　　　　役員報酬 2,158,830 2,138,910 19,920
　　　　給料手当 10,143,900 10,565,700 △� 421,800
　　　　退職給付費用 684,930 694,609 △� 9,679
　　　　福利厚生費 2,046,120 2,173,270 △� 127,150
　　　　事務委託費 771,630 764,510 7,120
　　　　旅費交通費 1,040,400 944,900 95,500
　　　　通信運搬費 450,840 360,780 90,060
　　　　リース料 936,360 1,108,110 △� 171,750
　　　　減価償却費 903,028 903,028 0
　　　　消耗品費 580,890 601,300 △� 20,410
　　　　修繕費 69,360 68,720 640
　　　　印刷製本費 60,690 60,130 560
　　　　燃料費 17,340 25,770 △� 8,430
　　　　光熱水料費 364,140 343,600 20,540
　　　　保険料 76,296 74,372 1,924
　　　　租税公課 771,691 771,691 0 固定資産税
　　　　委託費 3,034,500 2,834,700 199,800
　　　　事務所管理費 736,950 755,920 △� 18,970
　　　　支払手数料 511,530 627,070 △� 115,540
　　　　雑費 86,700 85,900 800
　　管理費 7,025,587 7,183,977 △� 158,390
　　　　役員報酬 331,170 351,090 △� 19,920
　　　　給料手当 1,556,100 1,734,300 △� 178,200
　　　　退職給付費用 105,070 114,016 △� 8,946
　　　　福利厚生費 313,880 356,730 △� 42,850
　　　　渉外慶弔費 50,000 50,000 0
　　　　表彰費 30,000 70,000 △� 40,000
　　　　事務委託費 118,370 125,490 △� 7,120
　　　　会議費 2,530,000 2,310,000 220,000
　　　　　総会費 1,550,000 1,400,000 150,000
　　　　　役員会費 850,000 800,000 50,000
　　　　　委員会費 30,000 20,000 10,000
　　　　　その他会議費 100,000 90,000 10,000
　　　　旅費交通費 159,600 155,100 4,500
　　　　通信運搬費 69,160 59,220 9,940
　　　　リース料 143,640 181,890 △� 38,250
　　　　減価償却費 172,004 172,004 0
　　　　消耗品費 89,110 98,700 △� 9,590
　　　　修繕費 10,640 11,280 △� 640
　　　　印刷製本費 9,310 9,870 △� 560
　　　　燃料費 2,660 4,230 △� 1,570
　　　　光熱水料費 55,860 56,400 △� 540
　　　　保険料 11,704 12,208 △� 504
　　　　租税公課 146,989 146,989 0 固定資産税
　　　　諸会費 450,000 458,050 △� 8,050
　　　　委託費 465,500 465,300 200
　　　　事務所管理費 113,050 124,080 △� 11,030
　　　　支払手数料 78,470 102,930 △� 24,460
　　　　雑費 13,300 14,100 △� 800
　　経常費用計（B） 54,173,212 53,870,967 302,245
　　当期経常増減額（Ａ－Ｂ） 15,388 9,733 5,655

　２．経常外増減の部
　　⑴　経常外収益
　　　固定資産売却益
　　　固定資産受贈益
　　経常外収益計 0 0 0
　　⑵　経常外費用
　　　固定資産売却損
　　　固定資産除却損
　　　災害損失
　　経常外費用計 0 0 0
　　　当期経常外増減額 0 0 0
　　　税引前当期一般正味財産増減額 15,388 9,733 5,655
　　　法人税、住民税、及び事業税 0 0 0
　　　当期一般正味財産増減額 15,388 9,733 5,655
　　　一般正味財産期首残高 100,801,920 100,792,187 9,733
　　　一般正味財産期末残高 100,817,308 100,801,920 15,388
Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　受取補助金等 20,758,600 20,279,000 479,600
　　　受取全法連助成金 20,758,600 20,279,000 479,600
　　一般正味財産への振替額 △� 20,758,600 △� 20,279,000 △� 479,600
　　　一般正味財産への振替額 △� 20,758,600 △� 20,279,000 △� 479,600
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 0 0 0
　　　指定正味財産期末残高 0 0 0
Ⅲ　正味財産期末残高 100,817,308 100,801,920 15,388
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通常総会特集
〔理事会承認事項〕令和８年度収支予算

令和８年度収支予算書（損益計算ベース）
令和８年４月１日から令和９年３月31日まで （単位：円）

科　　　　目 当年度 前年度 増　減 備　　　考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１．経常増減の部
　　⑴　経常収益
　　基本財産運用益 13,000 5,500 7,500
　　　　基本財産受取利息 13,000 5,500 7,500
　　特定資産運用益 15,000 4,200 10,800
　　　　特定資産受取利息 15,000 4,200 10,800
　　受取会費 28,100,000 28,400,000 △� 300,000
　　　　正会員受取会費 28,000,000 28,300,000 △� 300,000
　　　　賛助会員受取会費 100,000 100,000 0
　　事業収益 3,472,000 3,472,000 0
　　　　会員親睦事業収益 2,800,000 2,800,000 0
　　　　青年・女性部会事業収益 672,000 672,000 0
　　受取補助金等 22,388,600 21,859,000 529,600
　　　　受取全法連助成金振替額（A） 20,758,600 20,279,000 479,600
　　　　受取全法連助成金（B） 400,000 350,000 50,000
　　　　受取全法連補助金（B） 80,000 80,000 0
　　　　受取県連補助金（B） 1,150,000 1,150,000 0
　　雑収益 200,000 140,000 60,000
　　　　受取利息 100,000 40,000 60,000
　　　　雑収益 100,000 100,000 0
　　経常収益計（A） 54,188,600 53,880,700 307,900
　　⑵　経常費用
　　事業費 47,147,625 46,686,990 460,635
　　（税に関する研修会事業） 1,770,000 1,840,000 △� 70,000
　　　　会場費 130,000 130,000 0
　　　　資料費 900,000 1,000,000 △� 100,000
　　　　諸謝金 50,000 70,000 △� 20,000
　　　　通信運搬費 170,000 180,000 △� 10,000
　　　　消耗品費 210,000 150,000 60,000
　　　　印刷製本費 250,000 250,000 0
　　　　委託費 60,000 60,000 0
　　（税法税務に関する教材作成配布事業） 1,650,000 1,650,000 0
　　　　資料費 1,650,000 1,650,000 0
　　（租税教育事業） 950,000 916,000 34,000
　　　　委員会費 50,000 40,000 10,000
　　　　旅費交通費 40,000 40,000 0
　　　　通信運搬費 70,000 60,000 10,000
　　　　消耗品費 265,000 310,000 △� 45,000
　　　　印刷製本費 250,000 210,000 40,000
　　　　支払負担金 75,000 56,000 19,000
　　　　委託費 200,000 200,000 0
　　（税の広報事業） 182,000 102,000 80,000
　　　　新聞掲載費 22,000 22,000 0
　　　　支払負担金 80,000 80,000 0
　　　　委託費 80,000 0 80,000
　　（会報発行事業） 2,820,000 2,920,000 △� 100,000
　　　　会報作成費 2,750,000 2,850,000 △� 100,000
　　　　委員会費 70,000 70,000 0
　　（税制改正提言事業） 70,000 70,000 0
　　　　調査研究費 60,000 60,000 0
　　　　委員会費 10,000 10,000 0
　　（地域社会経営支援研修事業） 4,165,000 3,420,000 745,000
　　　　会場費 600,000 600,000 0
　　　　資料費 900,000 800,000 100,000
　　　　諸謝金 2,050,000 1,550,000 500,000
　　　　通信運搬費 100,000 70,000 30,000
　　　　消耗品費 190,000 120,000 70,000
　　　　印刷製本費 240,000 200,000 40,000
　　　　委託費 60,000 60,000 0
　　　　支払負担金 25,000 20,000 5,000
　　（地域社会の経済経営に関する教材作成配布事業） 1,500,000 1,500,000 0
　　　　資料費 1,500,000 1,500,000 0
　　（地域社会貢献活動事業） 2,177,000 1,912,000 265,000
　　　　会場費 540,000 540,000 0
　　　　資料費 130,000 0 130,000
　　　　諸謝金 1,200,000 1,000,000 200,000
　　　　新聞掲載費 22,000 22,000 0
　　　　委員会費 20,000 20,000 0
　　　　通信運搬費 20,000 30,000 △� 10,000
　　　　消耗品費 145,000 200,000 △� 55,000
　　　　印刷製本費 100,000 100,000 0
　　（組織基盤強化のための支援事業） 470,000 360,000 110,000
　　　　会員増強推進費 450,000 340,000 110,000
　　　　委員会費 20,000 20,000 0
　　（会員支援事業） 1,260,000 1,220,000 40,000
　　　　会員表彰事業費 1,230,000 1,190,000 40,000
　　　　委員会費 30,000 30,000 0
　　（会員交流事業） 4,547,500 4,804,000 △� 256,500
　　　　会員交流費 4,500,000 4,750,000 △� 250,000
　　　　租税公課 47,500 54,000 △� 6,500 消費税
　　（会員の福利厚生制度推進に関する事業） 140,000 70,000 70,000
　　　　福利厚生事業費 140,000 70,000 70,000
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新潟法人会の皆さん こんにちは！
新潟税務署長　二瓶　克美 氏

に へい かつ み

と
し
て
税
知
識
の
普
及
や
納
税
意
識
の

高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
に
熱
心

に
取
り
組
ま
れ
、
申
告
納
税
制
度
の
維

持
・
発
展
と
税
務
行
政
の
円
滑
な
運
営

に
と
っ
て
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

税
を
巡
る
諸
環
境
の
整
備
改
善
事
業

と
し
て
決
算
期
別
説
明
会
を
は
じ
め
と

す
る
各
種
研
修
会
の
開
催
、
租
税
教
育

活
動
と
し
て
青
年
部
会
を
中
心
と
し
た

租
税
教
室
へ
の
講
師
派
遣
、
女
性
部
会

を
中
心
に
税
に
関
す
る
絵
ハ
ガ
キ
コ
ン

ク
ー
ル
の
開
催
な
ど
、積
極
的
に
公
益
活

動
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
皆
様
の
活
動
は
、
税
知
識

の
普
及
、
納
税
意
識
の
高
揚
だ
け
で
な

く
、
地
域
企
業
と
地
域
社
会
の
健
全
な

発
展
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
て
お
り
、
重

ね
て
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。

さ
て
、
国
税
当
局
で
は
税
務
行
政
の

Ｄ
Ｘ
に
取
り
組
ん
で
お
り
、「
あ
ら
ゆ
る

税
務
手
続
が
税
務
署
に
行
か
ず
に
で
き

る
社
会
」
を
目
指
し
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
申

告
の
普
及
・
定
着
や
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
の
利
用
拡
大
な
ど
一
層
推
進
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

新
潟
法
人
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
主
宰
法
人
の
申
告
に
つ
い
て
、
法

人
税
、
消
費
税
等
の
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
の

申
告
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
納
税

に
つ
き
ま
し
て
は
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

納
付
の
ご
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中
で
も
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
は
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
た
申
告
後
に
、
簡

単
な
操
作
で
、
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
手
続
で
す
。

特
に
、
毎
月
の
源
泉
所
得
税
に
は
便

利
な
手
続
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
当
た
り
、
公
益
社
団
法
人
新

潟
法
人
会
の
益
々
の
ご
発
展
並
び
に
会

員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
心
か

ら
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
年
７
月
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
関

東
信
越
国
税
局
課
税
第
二
部
酒
類
監
理

官
か
ら
新
潟
税
務
署
長
と
し
て
着
任
し

ま
し
た
二
瓶
克
美
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
福
島
県
出
身
で
、
栃
木
県
宇
都

宮
市
か
ら
単
身
赴
任
で
参
り
ま
し
た
。

新
潟
県
で
の
勤
務
は
初
め
て
と
な
り
ま

す
。
新
潟
の
魅
力
に
触
れ
な
が
ら
、
法

人
会
の
皆
様
と
交
流
を
深
め
、
顔
の
見

え
る
関
係
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

公
益
社
団
法
人
新
潟
法
人
会
の
皆
様

に
は
、
日
頃
か
ら
税
務
行
政
全
般
に
わ

た
り
、
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

新
潟
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は

「
よ
き
経
営
者
を
目
指
す
も
の
の
団
体
」

前列　二瓶克美署長、後列　左より小池敏弘副署長、
堀内誠統括国税調査官、土田智上席国税調査官　
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〔転　　入〕

署長 二瓶　克美 局課税二部
酒類監理官

副署長（法人） 小池　敏弘 局調査査察部
査察管理課課長補佐

総務課長 入江　正典 局総務部
企画課課長補佐

特別国税調査官（法人） 山本　　毅 高崎署
特別国税調査官（法人）

特別国税調査官（法人） 鈴木　哲也 長野署
特別国税調査官（法人）

法人課税第一部門統括国税調査官 堀内　　誠 諏訪署
法人課税第一部門統括国税調査官

法人課税第六部門統括国税調査官 上村　義和 三条署
法人課税第二部門統括国税調査官

審理専門官（法人） 伊藤　　浩 宇都宮署
情報技術専門官（法人）

法人課税第一部門連絡調整官 荒井　江美 新発田署
法人課税部門上席国税調査官

〔転　　出〕
東京局総務部大手町業務センター
統括管理官 五十嵐記子 副署長（法人）

札幌局札幌南署
副署長 梨本　俊明 総務課長

水戸署
酒類指導官 渡邉　博行 税務広報広聴官

前橋署
特別国税調査官（法人） 藤田　　栄 特別国税調査官（法人）

高崎署
特別国税調査官（法人） 畑山　憲亮 法人課税第一部門統括国税調査官

長岡署
法人課税第二部門統括国税調査官 中村　博幸 法人課税第五部門統括国税調査官

川越署
法人課税第一部門連絡調整官 関　　　望 法人課税第一部門連絡調整官

〔署内異動〕

法人課税第五部門統括国税調査官 東　　洋正 法人課税第六部門統括国税調査官

〔退　　職〕

伏木生祐子 署長

蟻塚　広志 特別国税調査官（法人）

森口　徹仁 審理専門官（法人）

新潟税務署人事異動（法人関係） 令和８年７月
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法人会では2025年４月から2026年３月までの１年間に、36社の企業を新規会員としてお迎えいたしました。
業種の枠を超え、地元企業の情報交換や親交を深める場として、法人会の事業活動をご利用ください。

会員名 会員住所 業種
㈱プレジャーサポート 

（ワンワンぷれじゃーぱーくわんダーらん）新潟市西区槇尾275-1 トリミングサロン

㈱ヒューランド 新潟市江南区曽川甲215番地13 不動産業

㈱新潟総合物流 新潟市北区西名目所5507番地10 運送業

㈱アオイ 新潟市中央区神道寺１丁目2-26 リフォーム業

㈲ミンツハウス 新潟市江南区天野３丁目19番15号 広告品の企画制作

新潟高速運輸㈱ 新潟市北区下大谷内378番地27 一般貨物運送業

㈲髙橋石油 新潟市中央区赤坂町１丁目3177番地３ 石油製品販売

㈱ジョイフルタウン 新潟市中央区和合町2-4-18 出版

㈱パルエナジーマネジメント 新潟市東区東明1-9-8 発電事業

㈱アクシアヒーバック 新潟市西区青山新町28-3 
マンションニュー青山507号室 管工事

㈱KINOKOKO 新潟市西区槇尾289 補償コンサルタント

大東建託㈱　流通開発新潟支店 新潟市中央区上近江１丁目4-17 １階 不動産業

㈱リライアブルエージェンシー 新潟市中央区蒲原町3-28保険カウンセル 保険代理店業

㈱山崎鈑金 新潟市江南区直り山12番地 建設業

㈱カクセン 新潟市江南区亀田緑町1-1-25 建設業

㈱トップマネジメント 新潟市中央区西堀通４番町259番地58 経営コンサルタント

合同会社　Ｐ＆Ｕ 新潟市北区松浜1-5-17 製造業（自動車ボディー）

㈲三洋建装 新潟市北区島見町1101番地３ 塗装業

㈱テラスエンジニア 新潟市中央区上所１丁目１番24号 
Ｎビル３階C-2 労働者派遣業

㈲相馬食品 新潟市中央区姥ケ山１丁目２番１号 小売業

YMservice㈱ 新潟市東区新石山2-3-6 運送

㈱由雅工業 新潟市江南区西町6-4-6 防水工

㈱twelve 上越市名立区杉野瀬212 貨物軽自動車事業

㈲タムラエンジニアリング 新潟市江南区藤山２丁目1-1 外構工事

リペアックス㈱ 新潟市南区大通黄金６丁目16-33 設備工事

マスタプラン㈱ 新潟市中央区西堀通３番町258-41
西堀フロント2F-C イベント企画制作運営

㈱アイセック 新潟市中央区学校町通２番町5274-1
新潟大学ライフイノベーションハブ 情報通信業

㈱エムケイ企画 新潟市中央区水道町2-815 不動産賃貸業 
（個人事業：弁護士・税理士）

バズ＆プラン㈱ 新潟市中央区一番堀通町513-4-2F 保険代理店（アフラック）

㈱KOHA.r 新潟市中央区京王3-5-20 塗装・飲食・美容・ 
エステティックサロン業

合同会社　ふたば 新潟市西蒲区升潟2828 訪問介護

江南施工サービス㈱ 新潟市江南区祖父興野37番地５ 防水工事業

㈱満福 新潟市東区中野山4-16-45-2 建設業

㈱ライフサポート ヨシハラ 新潟市東区中山１丁目16-10 生活サポート便利屋

㈱NKSコーポレーション 新潟市中央区紫竹山２丁目５番40号 ビルメンテナンス業

（ご入会日順）中途退会１社を除く35社を掲載

2025年度の新規ご入会企業（法人正会員）
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ワ
イ
ン
の
味
わ
い
に
つ
い
て

え
て
表
現
さ
れ
ま
す
。
色
で
あ
れ
ば
ル

ビ
ー
や
ガ
ー
ネ
ッ
ト
、
香
り
で
あ
れ
ば
果

実
や
花
の
名
前
な
ど
が
用
い
ら
れ
ま
す
。

味
に
つ
い
て
は
、
甘
味
・
酸
味
・
渋
味
に

加
え
、
口
中
で
感
じ
る
コ
ク
や
厚
み
を
表

す
ボ
デ
ィ
、
余
韻
の
長
さ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
要
素
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
味
わ
い
の
表
現
は
実

に
多
彩
で
豊
か
な
も
の
と
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
ワ
イ
ン
に
は
味
わ
い
の
要
素
と

し
て
「
時
」
が
加
わ
り
ま
す
。
樽
や
瓶
の

中
で
長
い
年
月
を
か
け
て
熟
成
さ
れ
た
時

間
を
味
わ
い
の
中
か
ら
感
じ
取
り
、
そ
の

「
時
」
ま
で
も
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

視
覚
・
嗅
覚
・
味
覚
と
い
う
三
次
元
的
な

世
界
に
時
間
と
い
う
要
素
が
加
わ
る
こ
と

で
、
四
次
元
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
味
わ
い

を
表
現
で
き
る
点
は
ワ
イ
ン
な
ら
で
は
の

魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
食
文
化
に
も
「
時
」

ワ
イ
ン
販
売
の
仕
事
に
携
わ
る
中
で
、

ワ
イ
ン
だ
け
で
な
く
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
や

日
本
酒
な
ど
の
資
格
も
取
得
し
、
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
で
お
話
し
す
る
際
に
は
他
分

野
の
知
識
も
交
え
な
が
ら
、
聞
き
手
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
心
掛
け

て
い
ま
す
。
本
日
は
、
ワ
イ
ン
の
「
味
わ

い
」
に
つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ワ
イ
ン
の
味
わ
い
を
客
観
的
に
表
現
す

る
要
素
に
は
、
見
た
目
の
色
、
香
り
、
そ

し
て
味
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
相
手

が
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
に
何
か
に
例

愛宕商事株式会社
ワインショップ Felion 

店長
遠藤　俊介

が
価
値
と
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
代
表

的
な
の
が
発
酵
食
品
で
す
。
例
え
ば
、
長

期
熟
成
し
た
味
噌
は
時
間
が
味
わ
い
に
深

み
と
複
雑
さ
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を

実
感
し
や
す
い
食
品
だ
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、「
味
」
と
い
う
字
が
使
わ
れ
る
言

葉
に
「
人
間
味
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
意

味
は
、
人
間
ら
し
い
温
か
み
や
思
い
や
り
、

豊
か
な
情
緒
な
ど
を
指
し
ま
す
。「
味
」
と

い
う
字
が
使
わ
れ
て
い
る
以
上
、
人
間
味

に
も
ま
た
「
時
」
の
要
素
が
深
み
や
奥
行

き
を
与
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

人
生
経
験
を
重
ね
る
こ
と
で
、
角
が
取
れ
、

丸
み
を
帯
び
た
穏
や
か
な
人
柄
へ
と
熟
成

し
て
い
く
。
人
間
味
と
は
、
そ
の
よ
う
に

時
間
が
育
ん
で
い
く
も
の
な
の
だ
と
思
い

ま
す
。

現
代
は
、
仕
事
に
お
い
て
も
ス
ピ
ー
ド

が
求
め
ら
れ
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
進
み
、
い

か
に
短
時
間
で
成
果
を
上
げ
る
か
が
重
視

さ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
人
と
人
と
の
温
か
い
つ
な
が
り
や
、

人
間
味
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
に
も
感
じ

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
時
を
重
ね
る
こ
と

で
味
わ
い
を
深
め
る
ワ
イ
ン
の
よ
う
に
、

人
と
し
て
も
年
月
を
重
ね
る
ほ
ど
魅
力
を

増
す
存
在
で
あ
り
た
い
―
―
そ
ん
な
こ
と

を
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　

今
回
の
発
行
に
際
し
、
広
報
委
員
会
が
開
催
さ

れ
た
の
は
７
月
30
日
で
す
が
、
そ
の
２
日
前
の
７

月
28
日
に
最
大
震
度
７
を
記
録
し
た
令
和
８
年
熊

本
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
２
日
前

の
７
月
26
日
は
、
新
潟
県
内
で
は
１
時
間
に

１
０
０
ミ
リ
の
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り
、
レ
ベ
ル

４
の
土
砂
災
害
危
険
警
報
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

新
潟
駅
に
用
事
が
あ
り
歩
い
て
行
き
ま
し
た
が
、

足
首
が
埋
ま
る
く
ら
い
の
水
が
道
路
に
溢
れ
、
水

に
浸
か
り
動
か
な
い
車
で
封
鎖
さ
れ
る
道
も
あ
り
、

こ
れ
は
大
変
深
刻
な
事
態
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
県

内
お
よ
び
全
国
の
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
会
社
で
は
、
災
害
時
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継

続
計
画
）
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
年
に
２
回
、
全
社

員
に
安
否
確
認
メ
ー
ル
の
テ
ス
ト
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
災
害
は
24
時
間
い
つ
起
き
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
そ
の
中
で
、
会
社
に
い
る
時
間
が
８
時
間
、

ま
た
週
休
２
日
と
し
た
場
合
、
会
社
に
い
な
い
時

間
は
１
年
の
約
３
／
４
を
占
め
る
た
め
、
個
人
用

ス
マ
ホ
で
安
否
確
認
テ
ス
ト
を
行
い
ま
す
。
今
回

の
豪
雨
に
際
し
て
、
７
月
26
日
に
安
否
確
認
テ
ス

ト
予
定
、
と
た
ま
た
ま
事
前
に
案
内
し
て
い
た
日

で
あ
り
ま
し
た
が
、
全
社
員
に
初
め
て
テ
ス
ト
で

は
な
い
安
否
確
認
メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
し
た
。
返

信
し
な
い
社
員
も
数
名
い
ま
し
た
が
、
翌
日
は
全

員
普
通
に
出
社
し
て
き
て
お
り
、
安
心
し
ま
し
た
。

今
後
も
安
否
確
認
の
テ
ス
ト
を
続
け
て
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事

業
継
続
計
画
）
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

広
報
委
員　

本
間　

健
夫

編
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後
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